
 

 

 

 

 

 

夏休み明け１か月が経過しました。空気もすっかり澄んで、朝夕にはひんやりとした風が心地よく感

じられ、日ごとに秋を感じる季節となりました。小学校では学習発表会や学芸会、中学校では新人戦、

合唱コンクールなど、様々な行事を通して子供たちが成長を実感できるような実りのある秋にしていた

だきたいと思います。 

さて、今回は、夏休み中に教育事務所で行った研修会の様子をお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 宮城県気仙沼教育事務所 

  
７／２５ 中堅教諭等資質向上研修 実践研修１ 

８／ ６ 中堅教諭等資質向上研修 実践研修２ 

 夏休み中に中堅教諭等資質向上研修を 2回開催しました。 

7月25日の研修会では、中堅教諭として学校を支える力の伸長を図ることをねらいとして、星班長が

「中堅教諭に期待すること」と題して講義を行いました。中堅教諭として、指導力向上と児童生徒理解の

必要性、組織を動かす上でのコミュニケーションと協力の重要性について学びました。気仙沼中学校の

及川竜一先生の特別活動実践発表「行きたくなる学級づくりキャンペーン」では、生徒が主体的に取り組

む学級活動の進め方、ICTの有効な活用方法について教えていただきました。大谷小学校の佐藤祐司

先生からは、総合的な学習の時間についての理論と実践例を、自身の総合教育センターでの研究を踏ま

え、具体的な事例を挙げて説明していただきました。気仙沼中学校の鳳京邦彦先生からは、特別の教科

道徳について、道徳教育サポートブック作成に携わった経験を踏まえ、実践を交えたお話をいただきま

した。午後の研究協議では、持ち寄ったレポートを基にして各自の実践上の課題について協議しました。

3つの実践発表を聞いた後の協議だったこともあり、話し合いが大変盛り上がりました。 

８月６日の研修会では、指導案検討会と模擬授業を実施しました。3つのグループに分かれ、熱心に協

議する様子が見られました。参加者からは「発問の精査や単元構想など、再考すべき点が明らかになっ

た。」「助言や協議を通して自分の授業づくりにどのように取り入れていくか考える機会となった。」「ど

のようなルール作りを子供たちと行うか、どのような授業づくりが考えられるか、当たり前を見直しなが

ら検討していきたい。」などの感想があり、課題を明確にして今後の授業づくりにつなげようとする意欲

の高まりを感じました。今後の勤務校での実践に生かしてほしいと思います。 

気仙沼教育事務所 HP https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/mskyoz/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・10/ 1（火） ほっとする会（気仙沼合同庁舎） 

・10/17（木） 幼稚園等新規採用教員地区別研修①（津谷幼稚園） 

・10/25（金） 教科等指導力向上研修会【小学校社会科】（名足小学校） 

・10/28（月） 教科等指導力向上研修会【中学校英語科】（新月中学校） 

・10/29（火） 初任研 1年目、5年研（志津川小学校、志津川中学校） 

・11/ 1（金） 地域別防災主任研修会（気仙沼合同庁舎） 

・11/19（火） 中堅研【小学校】、初任研 1年目【小学校】（鹿折小学校） 

・11/26（火） 中堅研【中学校】、初任研 1年目【中学校】（松岩中学校） 

・12/ 4（水） 教頭会議（気仙沼合同庁舎） 

・12/ 6（金） 管内健康づくり研修会（気仙沼合同庁舎）※12/18（水）から変更 

・12/17（火） 訪問指導員・別室支援員研修会③（気仙沼合同庁舎） 

・12/19（木） 問題行動等対策推進協議会（気仙沼合同庁舎） 

【参考となる資料】 

・気仙沼教育事務所のホームページに各種参考となる資料を掲載しています。御活用ください。 

 

お知らせ 【今後の教育事務所主催の行事、研修会等】 

  ８／７ 初任者研修（２年目）教育事務所研修② 

 ８月７日に初任者研修（２年目）教育事務所研修②を開催しました。 

今回の研修会では、夏休み前に所属校で行った実践授業の成果と課

題を基にした中間発表と、２回目の実践授業に向けた指導案検討・模擬

授業を行いました。５つのグループに分かれ、それぞれの実践について

熱心な話合いが行われました。「発問の意図の伝わり方や板書量につい

て考えるきっかけになった。常に子供の反応を予想し、より良い展開を

練っていく必要があるのだと学んだ。」「異校種の学習指導要領を読むこ

とで、小・中へのつながりを知ることで体系的に指導に生かすことがで

きると学んだ。」「中間発表での振り返りと指導案検討を経て、協議した

い部分について複数の方法を挙げていただいたことが、新たな気付き

につながった。」「活動の流れや単元目標、単元計画など、さまざまな視

点から意見をもらったり助言をいただいたりして大変勉強になった。」

等、感想からは、２回目の実践につながる有意義な研修となった様子が

うかがえました。ぜひ、勤務校での実践に生かしてほしいと思います。 

 

  ７／１９ スクールカウンセラー研修会 

 ７月１９日に管内のスクールカウンセラーが一堂に

会し、より良い相談活動に生かすために研修会を行

いました。日常の業務を振り返っての情報交換や事

例検討会を通して、スクールカウンセラーとしての

スキル向上を図るとともに、情報交換で横のネット

ワークを深めました。今回の学びを今後の業務に生

かしていただきたいと思います。 


